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(57)【要約】
【課題】　導光板の出射面から良好な輝度分布の光を照
射する照明装置を提供する。
【解決手段】　一実施形態に係る照明装置は、導光板と
、第１光源と、複数のプリズムとを備えている。前記導
光板は、第１主面と、前記第１主面の反対側にあり、複
数の面を含む第２主面とを有する。前記第１光源は、第
１照射方向に沿ってレーザ光を照射する。前記複数のプ
リズムは、前記第２主面に設けられる。前記レーザ光は
、平面視において、第１進行方向に進行する。前記第２
主面は、前記第１進行方向に沿って順に並ぶ第１領域、
及び第２領域を有する。前記第１光源が発する光は、前
記第１領域に入射する。前記複数のプリズムは、前記第
２領域にある複数の第１プリズムを含む。断面視におい
て、前記第１主面との距離は、前記第１領域、及び前記
第２領域の順に長い。前記第１照射方向は、前記第１主
面に対して傾斜している。
【選択図】　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１主面と、前記第１主面の反対側にあり、複数の面を含む第２主面と、を有する導光
板と、
　第１照射方向に沿ってレーザ光を照射する第１光源と、
　前記第２主面に設けられた複数のプリズムと、
　を備え、
　前記レーザ光は、平面視において、第１進行方向に進行し、
　前記第２主面は、前記第１進行方向に沿って順に並ぶ第１領域、及び第２領域を有し、
　前記第１光源が発する光は、前記第１領域に入射し、
　前記複数のプリズムは、前記第２領域にある複数の第１プリズムを含み、
　断面視において、前記第１主面との距離は、前記第１領域、及び前記第２領域の順に長
く、
　前記第１照射方向は、前記第１主面に対して傾斜している、
　照明装置。
【請求項２】
　前記第１光源の少なくとも一部は、平面視において、前記第１領域又は前記第２領域と
重なる、
　請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　第１反射部材をさらに備え、
　前記第１光源が発する光は、前記第１反射部材で反射することで、前記第１照射方向に
光路を変向されて前記第１領域に照射される、
　請求項１又は２に記載の照明装置。
【請求項４】
　断面視において、前記第１領域は、前記複数の第１プリズムの頂点を結ぶ第１仮想線よ
りも、前記第１主面に対して傾斜している、
　請求項１から３のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記第１光源は、複数の発光素子を備え、
　断面視において、前記複数の発光素子は、前記第１領域の傾斜辺に沿って配列している
、
　請求項１から４のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項６】
　前記複数の発光素子は、互いに異なる波長の光を発し、
　断面視において、前記複数の発光素子は、発する光の波長が短いほど前記第２領域側に
配置されている、
　請求項５に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記第１領域は、凸状に湾曲している、
　請求項１から６のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項８】
　前記第２主面は、前記第１進行方向に沿って順に並ぶ前記第１領域、前記第２領域、第
３領域を有し、
　前記複数のプリズムは、前記第３領域にある複数の第２プリズムを含み、
　断面視において、前記第１主面との距離は、前記第１領域、前記第２領域及び前記第３
領域の順に長い、
　請求項１から７のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記複数の第２プリズムの頂点を結ぶ第２仮想線は、前記複数の第１プリズムの頂点を



(3) JP 2018-181729 A 2018.11.15

10

20

30

40

50

結ぶ第１仮想線に対して傾斜している、
　請求項８に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記第２主面と対向する第２反射部材を備え、
　前記第２反射部材は、前記第２領域と対向する第１部分と、前記第３領域と対向する第
２部分とを含む、
　請求項８又は９に記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記第２主面は、前記第１進行方向に沿って順に並ぶ前記第１領域、前記第２領域、前
記第３領域、第４領域、及び第５領域を有し、
　前記導光板の前記第５領域に対して光を照射する第２光源をさらに備え、
　前記複数のプリズムは、前記第４領域にある複数の第３プリズムを含み、
　断面視において、前記第５領域と、前記第４領域の前記複数の第３プリズムの頂点を結
ぶ第３仮想線とは、前記第１主面に対して傾斜しており、
　断面視において、前記第１主面との距離は、前記第５領域、前記第４領域及び前記第３
領域の順に長い、
　請求項８から１０のいずれか１項に記載の照明装置。
【請求項１２】
　請求項１から請求項１１のいずれか１項に記載の照明装置を複数備え、
　平面視において、前記複数の照明装置を互いに隣接して配置して構成される、
　照明装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、液晶表示装置などの表示装置は、画素を有する表示パネルと、表示パネルを照
明するバックライトなどの照明装置とを備えている。照明装置は、光を発する光源と、こ
の光源からの光が照射される導光板とを備えている。光源からの光は、側面から導光板に
入射し、導光板内を伝播し、導光板の一方の主面に相当する出射面から出射する。
【０００３】
　しかし、導光板の側面の外側に光源を配置すると、照明装置全体が大きくなり、表示装
置のコンパクト化が難しくなってしまう。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－３８１０８号公報
【特許文献２】特開２０１１－２３８４８４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本開示の一態様における目的は、大きさを小さくした照明装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　一実施形態に係る照明装置は、導光板と、第１光源と、複数のプリズムとを備えている
。前記導光板は、第１主面と、前記第１主面の反対側にあり、複数の面を含む第２主面と
を有する。前記第１光源は、第１照射方向に沿ってレーザ光を照射する。前記複数のプリ
ズムは、前記第２主面に設けられる。前記レーザ光は、平面視において、第１進行方向に
進行する。前記第２主面は、前記第１進行方向に沿って順に並ぶ第１領域、及び第２領域
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を有する。前記第１光源が発する光は、前記第１領域に入射する。前記複数のプリズムは
、前記第２領域にある複数の第１プリズムを含む。断面視において、前記第１主面との距
離は、前記第１領域、及び前記第２領域の順に長い。前記第１照射方向は、前記第１主面
に対して傾斜している。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、第１実施形態に係る表示装置の概略的な構成を示す斜視図である。
【図２】図２は、第１実施形態に係る表示装置の概略的な断面図である。
【図３】図３は、第１実施形態に係る照明装置の概略的な平面図である。
【図４】図４は、第１実施形態に係る導光板の概略的な断面図である。
【図５】図５は、第１実施形態に係る照明装置の一部の概略的な断面図である。
【図６】図６は、第１実施形態に係る第１プリズムの拡大した断面図である。
【図７】図７は、第１実施形態に係る第２プリズムの拡大した断面図である。
【図８】図８は、比較例に係る導光板の輝度分布を示す図である。
【図９】図９は、他の比較例に係る導光板の輝度分布を示す図である。
【図１０】図１０は、図９の比較例に係る導光板の概略的な断面図である。
【図１１】図１１は、第１実施形態に係る導光板の輝度分布の一例を示す図である。
【図１２】図１２は、第２実施形態に係る照明装置の概略的な断面図である。
【図１３】図１３は、第３実施形態に係る照明装置の概略的な断面図である。
【図１４】図１４は、第４実施形態に係る照明装置の一部の概略的な断面図である。
【図１５】図１５は、第５実施形態に係る照明装置の一部の概略的な断面図である。
【図１６】図１６は、第６実施形態に係る照明装置の一部の概略的な断面図である。
【図１７】図１７は、第７実施形態に係る照明装置の一部の概略的な断面図である。
【図１８】図１８は、第８実施形態に係る照明装置の概略的な断面図である。
【図１９】図１９は、第９実施形態に係る照明装置の一部の概略的な断面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　いくつかの実施形態につき、図面を参照しながら説明する。　
　なお、開示はあくまで一例に過ぎず、当業者において、発明の主旨を保っての適宜変更
について容易に想到し得るものについては、当然に本発明の範囲に含有される。また、図
面は、説明をより明確にするため、実際の態様に比べて模式的に表される場合があるが、
あくまで一例であって、本発明の解釈を限定するものではない。各図において、連続して
配置される同一又は類似の要素については符号を省略することがある。また、本明細書と
各図において、既出の図に関して前述したものと同一又は類似した機能を発揮する構成要
素には同一の参照符号を付し、重複する詳細な説明を省略することがある。
【０００９】
　また、本明細書において「αはＡ，Ｂ又はＣを含む」、「αはＡ，Ｂ及びＣのいずれか
を含む」、「αはＡ，Ｂ及びＣからなる群から選択される一つを含む」といった表現は、
特に明示がない限り、αがＡ～Ｃの複数の組み合わせを含む場合を排除しない。さらに、
これらの表現は、αが他の要素を含む場合も排除しない。
【００１０】
　各実施形態においては、表示装置の一例として、透過型の液晶表示装置を開示する。ま
た、照明装置の一例として、液晶表示装置のバックライトを開示する。ただし、各実施形
態は、他種の表示装置や照明装置に対する、各実施形態にて開示される個々の技術的思想
の適用を妨げるものではない。他種の表示装置としては、例えば、透過型の機能に加えて
外光を反射してこの反射光を表示に利用する反射型の機能を備えた液晶表示装置や、Micr
o Electro Mechanical System（ＭＥＭＳ）シャッターが光学素子として機能する機械式
表示パネルを有する表示装置などが想定される。他種の照明装置としては、例えば、表示
装置の前面に配置されるフロントライトなどが想定される。また、照明装置は、表示装置
の照明とは異なる用途で使用されるものであってもよい。



(5) JP 2018-181729 A 2018.11.15

10

20

30

40

50

【００１１】
　［第１実施形態］　
　図１は、第１実施形態に係る表示装置１の概略的な構成を示す斜視図である。表示装置
１は、例えば、スマートフォン、タブレット端末、携帯電話端末、パーソナルコンピュー
タ、テレビ受像装置、車載装置、ゲーム機器、ウェアラブル端末等の種々の装置に用いる
ことができる。
【００１２】
　表示装置１は、表示パネル２と、バックライトである照明装置３と、表示パネル２を駆
動する駆動ＩＣチップ４と、表示パネル２及び照明装置３へ制御信号を伝達するフレキシ
ブル回路基板ＦＰＣ１，ＦＰＣ２とを備えている。例えば、フレキシブル回路基板ＦＰＣ
１，ＦＰＣ２は、表示パネル２及び照明装置３の動作を制御する制御モジュールに接続さ
れている。
　表示パネル２は、第１基板ＳＵＢ１（アレイ基板）と、第１基板ＳＵＢ１に対向する第
２基板ＳＵＢ２（対向基板）とを備えている。表示パネル２は、画像を表示する表示領域
ＤＡを有している。表示パネル２は、例えば、表示領域ＤＡにおいてマトリクス状に配列
された複数の画素ＰＸを備えている。
【００１３】
　照明装置３は、第１光源ＬＳ１と、第２光源ＬＳ２と、第１基板ＳＵＢ１に対向する導
光板ＬＧとを備えている。第１光源ＬＳ１は導光板ＬＧの下面（第１基板ＳＵＢ１と対向
しない面）の一方の端部に対向し、第２光源ＬＳ２は導光板ＬＧの下面（第１基板ＳＵＢ
１と対向しない面）の他方の端部に対向している。図１においては各光源ＬＳ１，ＬＳ２
を１つずつ示しているが、実際には複数の第１光源ＬＳ１と複数の第２光源ＬＳ２とが設
けられている（図３参照）。
【００１４】
　図１に示すように、第１方向Ｘ、第２方向Ｙ、及び第３方向Ｚを定義する。各方向Ｘ，
Ｙ，Ｚは、例えば互いに直交する。本開示においては、表示装置１を第３方向Ｚと平行な
方向から見ることを平面視と呼ぶ。また、Ｘ－Ｚ平面と平行な表示装置１の断面を見るこ
とを断面視と呼ぶ。図１の例において、各基板ＳＵＢ１，ＳＵＢ２及び導光板ＬＧは、第
１方向Ｘに沿う長辺と、第２方向Ｙに沿う短辺とを有しており、平面視における形状が長
方形である。但し、各基板ＳＵＢ１，ＳＵＢ２及び導光板ＬＧの形状はこれに限定されず
、平面視における形状が正方形や円形など他の形状であってもよい。
【００１５】
　図２は、Ｘ－Ｚ平面と平行な表示装置１の概略的な断面図である。表示パネル２は、シ
ール材ＳＬと、液晶層ＬＣとをさらに備えている。各基板ＳＵＢ１，ＳＵＢ２は、シール
材ＳＬにより貼り合わされている。液晶層ＬＣは、シール材ＳＬ及び各基板ＳＵＢ１，Ｓ
ＵＢ２の間に封入されている。
【００１６】
　第１基板ＳＵＢ１の下面（導光板ＬＧと対向する面）には、第１偏光板ＰＬ１が貼付さ
れている。第２基板ＳＵＢ２の上面（第１基板ＳＵＢ１と対向しない面）には、第２偏光
板ＰＬ２が貼付されている。各偏光板ＰＬ１，ＰＬ２の偏光軸は、互いに直交する。
【００１７】
　導光板ＬＧは、表示パネル２と対向する第１主面５１と、第１主面５１の反対側の第２
主面５２と、第１側面５３と、第１側面５３の反対側の第２側面５４を有している。第１
光源ＬＳ１は第２主面５２の第１側面５３側の端部に対向し、第２光源ＬＳ２は第２主面
５２の第２側面５４側の端部に対向している。第１光源ＬＳ１と第２主面５２の第１側面
５３側の端部との間や、第２光源ＬＳ２と第２主面５２の第２側面５４側の端部との間に
レンズなどの光学素子をさらに配置し、各光源ＬＳ１，ＬＳ２からの光の幅や角度を調整
してもよい。
【００１８】
　第１光源ＬＳ１は、第１照射方向ＤＬ１を中心とした広がりを持つ拡散光を、第２主面
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５２の第１側面５３側の端部付近に照射する。第２光源ＬＳ２は、第２照射方向ＤＬ２を
中心とした広がりを持つ拡散光を第２主面５２の第２側面５４側の端部付近に照射する。
各照射方向ＤＬ１，ＤＬ２は、例えば第１方向Ｘにおいて反対の方向であり、それぞれ第
１主面５１に対して第３方向Ｚに傾斜している。すなわち、本実施形態では、断面視にお
いて、第１照射方向ＤＬ１が第１方向Ｘと一致しない。但し、平面視の場合には、第１照
射方向ＤＬ１と第１方向Ｘとが一致する。各光源ＬＳ１，ＬＳ２の発光素子としては、例
えば偏光したレーザ光を放つ半導体レーザなどのレーザ光源を用いることができる。
【００１９】
　各光源ＬＳ１，ＬＳ２は、それぞれ異なる色の光を発する複数の発光素子を備えてもよ
い。例えば、各光源ＬＳ１，ＬＳ２が赤色、緑色、青色の光を発する３つの発光素子をそ
れぞれ備えれば、これらの色の混合色（例えば白色）の光を得ることができる。
【００２０】
　表示装置１は、表示パネル２と導光板ＬＧの間に、プリズムシートＰＳを備えている。
さらに、表示装置１は、プリズムシートＰＳと表示パネル２の間に、拡散シートＤＳ（拡
散層）を備えている。例えば、プリズムシートＰＳは、第２方向Ｙと平行に延びる多数の
プリズムを備えている。これらのプリズムは、例えばプリズムシートＰＳの下面（導光板
ＬＧと対向する面）に形成されている。但し、これらのプリズムは、プリズムシートＰＳ
の上面（表示パネル２と対向する面）に形成されてもよい。
【００２１】
　図２においては、第１光源ＬＳ１が発する光の光路の一例を破線で示し、第２光源ＬＳ
２が発する光の光路の一例を１点鎖線で示している。第１光源ＬＳ１が発した光は、第２
主面５２の第１側面５３側の端部から導光板ＬＧに入り、各主面５１，５２で反射しなが
ら導光板ＬＧを伝播し、やがて第１主面５１の全反射条件を外れて第１主面５１から出射
する。第２光源ＬＳ２が発した光は、第２主面５２の第２側面５４側の端部から導光板Ｌ
Ｇに入り、各主面５１，５２で反射しながら導光板ＬＧを伝播し、やがて第１主面５１の
全反射条件を外れて第１主面５１から出射する。このように、第１主面５１は、光が出射
する出射面に相当する。このような構成では、各照射方向ＤＬ１，ＤＬ２が第１主面５１
に対して傾斜しているため、各レーザ光源ＬＳ１，ＬＳ２が発した光が、各主面５１，５
２で反射せずに直接的に各側面５４，５３から出射することを抑制できる。つまり、第１
側面５３や第２側面５４付近からレーザ光が外部へ透過しづらいため、レーザ光の利用効
率が向上する。
【００２２】
　プリズムシートＰＳは、第１主面５１から出射した光を第３方向Ｚに実質的に平行な光
に変換する。ここで、「第３方向Ｚに実質的に平行な光」は、第３方向Ｚと厳密に平行な
光のみならず、第３方向Ｚに対する傾きが、第１主面５１から出射した際に比べて、プリ
ズムシートＰＳにより十分に小さく変換された光を含む。各光源ＬＳ１，ＬＳ２からの光
の偏光を維持する観点から、プリズムシートＰＳのプリズムが下面に形成されていること
が好ましい。プリズムシートＰＳを経た光は、拡散シートＤＳで拡散されて、表示パネル
２に照射される。プリズムシートＰＳを通過した光の視野角が狭い場合であっても、この
光を拡散シートＤＳで拡散することにより視野角を広げることができる。
【００２３】
　なお、各光源ＬＳ１，ＬＳ２からの光が十分に偏光された状態で表示パネル２に到達す
る場合には、第１偏光板ＰＬ１を省略してもよい。第１偏光板ＰＬ１を省略した場合には
、例えば各基板ＳＵＢ１，ＳＵＢ２の透光性を高めることで、表示装置１の背景が透けて
見えるいわゆる透明液晶表示装置を得ることができる。
【００２４】
　図３は、照明装置３の概略的な平面図である。この図の例においては、導光板ＬＧの第
１側面５３側の端部（図３におけるＡ１）に沿って８個の第１光源ＬＳ１が並び、導光板
ＬＧの第２側面５４側の端部（図３におけるＡ５）に沿って８個の第２光源ＬＳ２が並ん
でいる。第１光源ＬＳ１が発する光の強度は第１光軸ＡＸ１において最も高く、第２光源
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ＬＳ２が発する光の強度は第２光軸ＡＸ２において最も高い。各光源ＬＳ１，ＬＳ２は、
は、導光板ＬＧの厚さ方向（第３方向Ｚ）において、導光板ＬＧの両端部と重なっている
。図２の例では、各光源ＬＳ１，ＬＳ２の全てが導光板ＬＧと重なっているが、各光源Ｌ
Ｓ１，ＬＳ２の一部が導光板ＬＧと重なってもよい。
【００２５】
　各光源ＬＳ１，ＬＳ２は、図示したように、第２方向Ｙにおいて互い違いに配列されて
いる。すなわち、第１光源ＬＳ１が第１進行方向ＤＬ１’（平面視における第１照射方向
ＤＬ１）に発する光の第１光軸ＡＸ１’と、第２光源ＬＳ２が第２進行方向ＤＬ２’（平
面視における第２照射方向ＤＬ２）に発する光の第２光軸ＡＸ２’とは、第２方向Ｙにお
いて互いにずれている。なお、第１光軸ＡＸ１’と第２光軸ＡＸ２’が、第２方向Ｙにお
いて揃っていてもよい。
【００２６】
　図４は、Ｘ－Ｚ平面と平行な導光板ＬＧの概略的な断面図である。導光板ＬＧの第１主
面５１は、第１方向Ｘ及び第２方向Ｙと平行な平面である。第２主面５２は、複数の面を
含み、第１領域Ａ１と、第２領域Ａ２と、第３領域Ａ３と、第４領域Ａ４と、第５領域Ａ
５とを有している。図３の平面図に示すように、第１領域Ａ１は、導光板ＬＧの第２方向
Ｙにおける一端から他端に亘って、第１側面５３側の端部に設けられている。第１領域Ａ
１は、第１光源ＬＳ１が発する光が導光板ＬＧに対して入射する入光面である。第５領域
Ａ５は、導光板ＬＧの第２方向Ｙにおける一端から他端に亘って、第２側面５４側の端部
に設けられている。第５領域Ａ５は、第２光源ＬＳ２が発する光が導光板ＬＧに対して入
射する入光面である。第２領域Ａ２、第３領域Ａ３、及び第４領域Ａ４は、導光板ＬＧの
第２方向Ｙにおける一端から他端に亘って、第１領域Ａ１と第５領域Ａ５の間に設けられ
ている。
【００２７】
　第１領域Ａ１、第２領域Ａ２、第３領域Ａ３、第４領域Ａ４、及び第５領域Ａ５は、こ
の順で第１進行方向ＤＬ１’に沿って並んでいる。一例として、第１方向Ｘにおいて、第
１領域Ａ１の幅と第５領域Ａ５の幅は等しく、第２領域Ａ２の幅と第４領域Ａ４の幅は等
しい。また、第１方向Ｘにおいて、第３領域Ａ３の幅は各領域Ａ２，Ａ５の幅よりも小さ
い。但し、各領域Ａ２，Ａ４、Ａ１，Ａ５の幅が異なってもよいし、第３領域Ａ３の幅が
各領域Ａ２，Ａ４の幅以上であってもよい。
【００２８】
　図４に示すように、第１領域Ａ１、第２領域Ａ２、第４領域Ａ４、及び第５領域Ａ５は
、第１主面５１に対して傾いている。第２領域Ａ２は、第１主面５１と平行である。ここ
での「平行」は、各領域Ａ１，Ａ２，Ａ４，Ａ５が第１主面５１に対して傾く角度よりも
十分に小さい角度で、第２領域Ａ２が第１主面５１に対して傾いている場合（第１主面５
１と実質的に平行な場合）を含む。
【００２９】
　第２主面５２には複数のプリズムＰが設けられている。当該複数のプリズムＰは、第２
領域Ａ２にある複数の第１プリズムＰ１と、第３領域Ａ３にある複数の第２プリズムＰ２
と、第４領域Ａ４にある複数の第３プリズムＰ３とを含む。各プリズムＰ１，Ｐ２，Ｐ３
は、第２方向Ｙに延在している。第１プリズムＰ１の断面形状は、例えば第２方向Ｙにお
いて一様であるが、異なっていてもよい。第２プリズムＰ２及び第３プリズムＰ３につい
ても同様である。
【００３０】
　例えば、第１プリズムＰ１と第２プリズムＰ２は互いに形状が異なる。また、第３プリ
ズムＰ３と第２プリズムＰ２も互いに形状が異なる。第１プリズムＰ１と第３プリズムＰ
３は、同じ形状（対称な形状を含む）であってもよい。
【００３１】
　例えば、各第１プリズムＰ１と各第２プリズムＰ２は、異なる密度で配置されている。
また、各第３プリズムＰ３と各第２プリズムＰ２も異なる密度で配置されている。各第１
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プリズムＰ１と各第３プリズムＰ３は、同じ密度で配置されてもよい。
【００３２】
　断面視において、複数の第１プリズムＰ１の頂点を結ぶ線分を第１仮想線ＶＬ１、複数
の第２プリズムＰ２の頂点を結ぶ線分を第２仮想線ＶＬ２、複数の第３プリズムＰ３の頂
点を結ぶ線分を第３仮想線ＶＬ３と呼ぶ。図４の例において、各仮想線ＶＬ１，ＶＬ２，
ＶＬ３はいずれも直線である。但し、各仮想線ＶＬ１，ＶＬ２，ＶＬ３は少なくとも一部
が屈曲してもよいし、曲線状であってもよい。
【００３３】
　第１領域Ａ１は、第１主面５１に対して第１角度θ１で傾いている。第１仮想線ＶＬ１
は、第１主面５１に対して第２角度θ２で傾いている。第３仮想線ＶＬ３は、第１主面５
１に対して第４角度θ４で傾いている。第５領域Ａ５は、第１主面５１に対して第５角度
θ５で傾いている。各角度θ１，θ２，θ４，θ５は、いずれも鋭角である。一例として
、第１角度θ１と第５角度θ５は実質的に等しく（θ１≒θ５）、第２角度θ２と第４角
度θ４は実質的に等しい（θ２≒θ４）。一例として、各角度θ１，θ５は、各角度θ２
，θ４よりも大きい（θ１≒θ５＞θ２≒θ４）。但し、第１角度θ１及び第５角度θ５
と、第２角度θ２及び第４角度θ４とはそれぞれ異なってもよい（θ１≠θ５，θ２≠θ
４）。　
【００３４】
　第２仮想線ＶＬ２は、各仮想線ＶＬ１，ＶＬ３に対して傾斜している。第２仮想線ＶＬ
２と第１主面５１とが成す第３角度θ３は、各角度θ１，θ２，θ４，θ５よりも小さい
（θ３＜θ１，θ２，θ４，θ５）。図４の例において、第２仮想線ＶＬ２は、第１主面
５１と平行である。ここでの「平行」は、第２角度θ２が零である場合に加え、各角度θ
１，θ２，θ４，θ５よりも十分に小さい場合（第１主面５１と実質的に平行な場合）を
含む。
【００３５】
　ここで、第１領域Ａ１における導光板ＬＧの厚さ（第１領域Ａ１と第１主面５１との距
離）をＤ１、第２領域Ａ２における導光板ＬＧの厚さ（第２領域Ａ２と第１主面５１との
距離）をＤ２、第３領域Ａ３における導光板ＬＧの厚さ（第３領域Ａ３と第１主面５１と
の距離）をＤ３、第４領域Ａ４における導光板ＬＧの厚さ（第４領域Ａ４と第１主面５１
との距離）をＤ４、第５領域Ａ５における導光板ＬＧの厚さ（第５領域Ａ５と第１主面５
１との距離）をＤ５と定義する。距離Ｄ１は、第１側面５３から各領域Ａ１，Ａ２の境界
に向けて大きくなる。距離Ｄ２は、各領域Ａ１，Ａ２の境界から、各領域Ａ２，Ａ３の境
界に向けて大きくなる。距離Ｄ５は、第２側面５４から各領域Ａ４，Ａ５の境界に向けて
大きくなる。距離Ｄ４は、各領域Ａ４，Ａ５の境界から、各領域Ａ３，Ａ４の境界に向け
て大きくなる。図４の例において、距離Ｄ３は一定である。
【００３６】
　このような形状においては、距離Ｄ３は、第１領域Ａ１のいずれの位置における距離Ｄ
１よりも長く（Ｄ３＞Ｄ１）、第２領域Ａ２のいずれの位置における距離Ｄ２よりも長い
（Ｄ３＞Ｄ２）。また、距離Ｄ３は、第５領域Ａ５のいずれの位置における距離Ｄ５より
も長く（Ｄ３＞Ｄ５）、第４領域Ａ４のいずれの位置における距離Ｄ４よりも長い（Ｄ３
＞Ｄ４）。
【００３７】
　図５は、照明装置３の第１領域Ａ１の周辺を拡大して示す断面図である。図５によって
、第１光源ＬＳ１の発する光の傾斜角と、導光板ＬＧの第１の領域Ａ１の傾斜角θ１との
関係について説明する。なお、導光板ＬＧの第１プリズムＰ１は、図５においては省略し
ている。
　第１光源ＬＳ１が発する第１照射方向ＤＬ１の光の強度は第１光軸ＡＸ１において最も
高く、第１光軸ＡＸ１は第１主面５１に対して角度Φで傾斜している。第１光源ＬＳ１が
発する拡散光のうち、最も第１主面５１側に広がる光は、第１領域Ａ１に対して入射角α
で入射して屈折され、第１主面５１に入射角θで入射して反射される。ここで、角度Φ、
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角度α及び角度θは、いずれも鋭角である。角度θは、好ましくはこの第１主面５１にお
ける全反射臨界角度θｒ以上の角度である。全反射臨界角度θｒは、導光板ＬＧの屈折率
ｎと、導光板ＬＧの外部の空気の屈折率１から下記式（１）で示される。
　式（１）：θｒ＝ｓｉｎ－１（１／ｎ）
　角度θが、全反射臨界角度θｒ以上の角度であることは、上記式（１）、角度θ１、角
度α、屈折率ｎから、下記式（２）で示される。
　式（２）：θ＝θ１＋ｓｉｎ－１（（１／ｎ）ｓｉｎα）≧θｒ

　式（２）をαについて解くと下記式（３）で示される。
　式（３）：α≧ｓｉｎ－１（ｎｓｉｎ（θｒ－θ１））
【００３８】
　一方、第１光源ＬＳ１が発する拡散光のうち、最も第１主面５１から遠い側に広がる光
は、第１主面５１に対して角度βで傾斜している。角度β及び角度θ１は、好ましくは下
記式（４）を満足する。
　式（４）：β＜θ１
【００３９】
　第１光源ＬＳ１の発する光の傾斜角と、導光板ＬＧの第１領域Ａ１の傾斜角θ１との関
係は、上記式（２）～（４）を満足すると、第１光源ＬＳ１が発する光が導光板ＬＧにお
いて効率良く伝搬されるため好ましい。第２光源ＬＳ２及び第５領域Ａ５についても、第
２光源ＬＳ２の発する光の傾斜角と、導光板ＬＧの第５の領域Ａ５の傾斜角θ５との関係
は、以上説明した上記式（２）～（４）と同様の式を満足する構成を有することが好まし
い。
【００４０】
　図６は、第１プリズムＰ１の拡大した断面図である。第１プリズムＰ１は、第１傾斜面
１１と第２傾斜面１２とを有しており、断面が三角形状である。各傾斜面１１，１２が成
す頂角の角度は、θａである。第２領域Ａ２における第２主面５２と第１傾斜面１１とが
成す角度は、θｂである。第２領域Ａ２における第２主面５２と第２傾斜面１２とが成す
角度は、θｃである。第１プリズムＰ１の第１方向Ｘにおける幅はＤｐ１であり、隣り合
う第１プリズムＰ１の第１方向Ｘにおける間隔はＴｐ１である。第１プリズムＰ１の高さ
は、Ｈ１である。
【００４１】
　図６の例において、角度θａは鈍角であり，角度θｂ，θｃは鋭角であり、θａ＞θｃ
＞θｂが成り立つ。一例として、第１傾斜面１１は、第１主面５１と平行である。この場
合、角度θｂは、上述の角度θ１と等しい。第２領域Ａ２に形成される各第１プリズムＰ
１は、全て形状が同じであってもよいし、少なくとも一部の第１プリズムＰ１の形状が異
なってもよい。
【００４２】
　第４領域Ａ４に形成される各第３プリズムＰ３についても、以上説明した第１プリズム
Ｐ１と同様の構成を有している。　
　第１プリズムＰ１や第３プリズムＰ３が多い領域ほど第１主面５１から出射する光を増
やすことができる。また、一般的に導光板の端部においては出射面の輝度が低下し易い。
これらに鑑み、図４に示すように、第２領域Ａ２における第１プリズムＰ１の密度を、各
領域Ａ２，Ａ３の境界から、各領域Ａ１，Ａ３の境界に向けて増加させてもよい。同様に
、第４領域Ａ４における第３プリズムＰ３の密度を、各領域Ａ３，Ａ４の境界から、各領
域Ａ４，Ａ５の境界に向けて増加させてもよい。
【００４３】
　ここで、第１プリズムＰ１の密度は、例えば単位長さ当りの第１プリズムＰ１の数とし
て定義することができる。或いは、第１プリズムＰ１の密度は、第１プリズムＰ１の幅Ｄ
ｐ１と、隣り合う第１プリズムＰ１の間隔Ｔｐ１との比で表すこともできる。第３プリズ
ムＰ３の密度についても同様である。
【００４４】
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　また、第１プリズムＰ１の頂角の角度θａや高さＨ１を、各領域Ａ２，Ａ３の境界から
各領域Ａ１，Ａ２の境界に向けて増加させてもよい。この場合、第２領域Ａ２における第
１プリズムＰ１の密度を一定としてもよい。　
　同様に、第３プリズムＰ３の頂角の角度や高さを、各領域Ａ３，Ａ４の境界から各領域
Ａ４，Ａ５の境界に向けて増加させてもよい。この場合、第４領域Ａ４における第３プリ
ズムＰ３の密度を一定としてもよい。
【００４５】
　なお、以上述べた密度、角度、及び高さの調整は、必ずしも全ての第１プリズムＰ１や
第３プリズムＰ３を対象として適用される必要はない。例えば、各第１プリズムＰ１の一
部において密度、角度、及び高さが異なってもよい。同様に、各第３プリズムＰ３の一部
において密度、角度、及び高さが異なってもよい。
【００４６】
　図７は、第２プリズムＰ２の拡大した断面図である。第２プリズムＰ２は、第１傾斜面
２１と第２傾斜面２２とを有しており、断面が三角形状である。各傾斜面２１，２２が成
す頂角の角度は、θｄである。第２領域Ａ２における第２主面５２と第１傾斜面２１とが
成す角度は、θｅである。第３領域Ａ３における第２主面５２と第２傾斜面２２とが成す
角度は、θｆである。第２プリズムＰ２の第１方向Ｘにおける幅はＤｐ２であり、隣り合
う第２プリズムＰ２の第１方向Ｘにおける間隔はＴｐ２である。第２プリズムＰ２の高さ
は、Ｈ２である。
【００４７】
　図７の例において、角度θｄは鈍角であり、角度θｅ，θｆは鋭角であり、θｄ＞θｅ
，θｆが成り立つ。角度θｅと角度θｆは、例えば同じ角度である（θｅ＝θｆ）。第３
領域Ａ３に形成される各第２プリズムＰ２の角度θｄや高さＨ２は、全て同じであっても
よいし、各第２プリズムＰ２の少なくとも一部において異なってもよい。また、各第２プ
リズムＰ２の密度は一定であってもよいし、各第２プリズムＰ２の少なくとも一部におい
て異なってもよい。
【００４８】
　ここで、第２プリズムＰ２の密度は、例えば単位長さ当りの第２プリズムＰ２の数とし
て定義することができる。或いは、第２プリズムＰ２の密度は、第２プリズムＰ２の幅Ｄ
ｐ２と、隣り合う第２プリズムＰ２の間隔Ｔｐ２との比で表すこともできる。
【００４９】
　本実施形態の導光板ＬＧの構造によれば、第１主面５１から出射する光の輝度むらを抑
制し、良好な輝度分布の光を表示パネル２に照射することができる。また、導光板ＬＧの
下方のスペースに第１光源ＬＳ１を配置することで、照明装置３ないし表示装置１の小型
化や、額縁領域の狭小化を実現できる。また、第１照射方向ＤＬ１及び第２照射方向ＤＸ
２は、第１主面５１に対して傾斜しているため、第１主面５１と平行である場合と比較し
て、導光板ＬＧにおいて光が漏出しにくく、光の利用効率を高めることができる。本実施
形態の効果につき、図８乃至図１１を用いて説明する。　
　図８は、比較例に係る導光板ＬＧＡにおける出射面の輝度分布を示す図である。この導
光板ＬＧＡは、光源側の一端（図中左側）から他端（図中右側）に亘って厚さが一定の平
板型である。すなわち、導光板ＬＧＡの形状は、図４に示す導光板ＬＧにおける第４領域
Ａ４を有し、第１領域Ａ１，第２領域Ａ２，第３領域Ａ３，第５領域Ａ５を有さない形状
に相当する。９つの光源が図中の左側の端部に沿って並べられている。この比較例では、
光源から離れるに連れて出射面の輝度が増加している。光源に近い領域では、高輝度部分
と低輝度部分とが第２方向Ｙに沿って繰り返される縞模様が生じている。
【００５０】
　図９は、他の比較例に係る導光板ＬＧＢにおける出射面の輝度分布を示す図である。図
１０は、この導光板ＬＧＢの概略的な断面図である。図１０に示すように、導光板ＬＧＢ
は、左端から第１方向Ｘにおける中心Ｃに向けて厚さが増し、当該中心Ｃから右端に向け
て厚さが減少する形状である。すなわち、導光板ＬＧＢの形状は、図４に示す導光板ＬＧ
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における第１領域Ａ１，第２領域Ａ２，第４領域Ａ４，第５領域Ａ５を有し、第３領域Ａ
３を有さない形状に相当する。複数の光源ＬＳが第１領域Ａ１と第５領域Ａ５のそれぞれ
に対向して配置されている。なお、導光板ＬＧＢには上述の第１プリズムＰ１や第３プリ
ズムＰ３と同様のプリズムが配置されているが、図１０においては省略している。なお、
光源は左端に５つ、右端に４つ配置をしている。
【００５１】
　導光板ＬＧＢの左端に配置された光源ＬＳの光は、主に第４領域Ａ４のプリズムにて反
射して出射面から出射する。また、導光板ＬＧＢの右端に配置された光源ＬＳの光は、主
に第２領域Ａ２のプリズムにて反射して出射面から出射する。したがって、図９に示すよ
うに、この比較例では図８のような光源近傍での輝度低下が生じない。しかしながら、各
領域Ａ２，Ａ４の境界近傍のプリズムで反射した光は、当該境界近傍の直上からは出射し
難く、当該境界近傍から離れた位置から出射する。これに起因して、第１方向Ｘにおける
中心Ｃの近傍（各領域Ａ２，Ａ４の境界近傍）で出射面の輝度が大幅に低下している。
【００５２】
　図１１は、本実施形態に係る導光板ＬＧにおける出射面（第１主面５１）の輝度分布を
示す図である。この図の例では、各領域Ａ２，Ａ４の間に第２領域Ａ３が設けられている
ために、中央近傍における輝度の低下が生じていない。すなわち、第３領域Ａ３の第２プ
リズムＰ２により、各光源ＬＳ１，ＬＳ２からの光が中央近傍の出射面（第１主面５１）
からも出射するので、図９のような輝度むらが抑制されている。
【００５３】
　以上説明した本実施形態によれば、第３領域Ａ３を導光板ＬＧに設けたことで、良好な
第１主面５１の輝度分布を得ることができる。また、このような導光板ＬＧを備えた照明
装置３を用いることで、表示装置１の表示品位を高めることができる。　
　その他、本実施形態からは、上述した種々の好適な効果を得ることができる。
【００５４】
　［第２実施形態］　
　第２実施形態について説明する。特に言及しない構成及び効果については、第１実施形
態の図４等と同様である。　
　図１２は、第２実施形態に係る照明装置３の概略的な構成を示す図である。この照明装
置３は、第１光源ＬＳ１、第２光源ＬＳ２、及び導光板ＬＧに加え、第１反射部材６０を
備えている。第１反射部材６０は、例えば金属材料で構成されたシート材であり、導光板
ＬＧの第２主面５２に対向している。第１反射部材６０は、導光板ＬＧの第２主面５２か
ら漏れた光を導光板ＬＧに向けて反射する。なお、第２主面５２にあるプリズム群は省略
している。
【００５５】
　第１反射部材６０は、第２領域Ａ２に対向する第１部分６１と、第３領域Ａ３に対向す
る第２部分６２と、第４領域Ａ４に対向する第３部分６３とを有している。第１部分６１
は第２領域Ａ２と平行であり、第２部分６２は第３領域Ａ３と平行であり、第３部分６３
は第４領域Ａ４と平行である。
【００５６】
　図１２に示す第３の実施形態のように、第１反射部材６０を設けた場合であっても、第
１実施形態と同じく良好な輝度分布を得ることができる。さらに、第１反射部材６０を設
けた場合には、導光板ＬＧの第２主面５２から漏れる光を再利用できるので、第１主面５
１の輝度を全体的に高めることができる。なお、第１部分６１、第２部分６２、及び第３
部分６３は、それぞれ第２領域Ａ２、第３領域Ａ３、第４領域Ａ４と非平行に形成しても
よい。
【００５７】
　［第３実施形態］　
　第３実施形態について説明する。特に言及しない構成及び効果については、上述の各実
施形態と同様である。　
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　図１３は、第３実施形態に係る照明装置３の概略的な断面図である。この照明装置３は
、導光板ＬＧと、第１光源ＬＳ１と、第１反射部材６０とを備えている。照明装置３は、
第２光源ＬＳ２を備えていない。導光板ＬＧの第２主面５２は、第１領域Ａ１と、第２領
域Ａ２と、第３領域Ａ３とを有している。ここでは図示を省略しているが、第２領域Ａ２
には複数の第１プリズムＰ１が形成され、第３領域Ａ３には複数の第２プリズムＰ２が形
成されている。
【００５８】
　第１領域Ａ１における導光板ＬＧの厚さである距離Ｄ１は、第１側面５３から各領域Ａ
１，Ａ２の境界に向けて大きくなる。同様に、第２領域Ａ２における導光板ＬＧの厚さで
ある距離Ｄ２は、第１領域Ａ１及び第２領域Ａ２の境界から、第２領域Ａ２及び第３領域
Ａ３の境界に向けて大きくなる。図１３の例において、第３領域Ａ３における導光板ＬＧ
の厚さである距離Ｄ３は一定である。第１実施形態と同様に、距離Ｄ３は第１領域Ａ１，
第２領域Ａ２のいずれの位置における距離Ｄ１，Ｄ２よりも長い（Ｄ３＞Ｄ１，Ｄ２）。
【００５９】
　第１反射部材６０は、第２領域Ａ２に対向する第１部分６１と、第３領域Ａ３に対向す
る第２部分６２とを有している。第１部分６１は第２領域Ａ２と平行であり、第２部分６
２は第３領域Ａ３と平行である。なお、第１部分６１と第２領域Ａ２とが平行でなくても
よく、第２部分６２と第３領域Ａ３とが平行でなくてもよい。
【００６０】
　照明装置３は、第２反射部材７０をさらに備えている。第２反射部材７０は、例えば金
属材料で構成されたシート材であり、導光板ＬＧの第２側面５４に対向している。第２反
射部材７０は、第２側面５４と平行である。
【００６１】
　図１３においては、第１光源ＬＳ１が発する光の光路の一例を破線で示している。第１
光源ＬＳ１が発した光は、第１領域Ａ１から導光板ＬＧに入る。第２領域Ａ２が図１３の
ように傾斜していると、この光が浅い角度で第２領域Ａ２に照射されるので、各主面５１
，５２の全反射条件を外れにくい。したがって、この光は各主面５１，５２で反射されな
がら導光板ＬＧを伝播し、第２側面５４に到達する。この光は第２側面５４から出射し得
るが、第２反射部材７０で反射されて導光板ＬＧに再び入射する。導光板ＬＧに戻った光
は、第１領域Ａ１の第１プリズムＰ１や第２領域Ａ２の第２プリズムＰ２で反射され、第
１主面５１の全反射条件を外れて第１主面５１から出射する。
【００６２】
　仮に第３領域Ａ３を設けない場合には、第２反射部材７０で反射した光が第１側面５３
の近傍で多く第１主面５１から出射するなどして、第１主面５１に輝度むらが生じ得る。
これに対し、第３領域Ａ３を設けた場合には、第１実施形態と同様にこのような輝度むら
を抑制し、第１主面５１の輝度分布の均一性を向上させることができる。
【００６３】
　［第４実施形態］　
　第４実施形態について説明する。特に言及しない構成及び効果については、上述の各実
施形態と同様である。　
　図１４は、第４実施形態に係る照明装置３の一部の概略的な断面を示す図である。この
照明装置３は、導光板ＬＧ、第１光源ＬＳ１、及び第１反射部材６０を備えている。図１
４においては、プリズムＰ１の図示を省略している。図示したように、導光板ＬＧの第２
主面５２の第１領域Ａ１は、凸レンズ状に湾曲する曲面である。この曲面は、例えば図示
した断面形状で第２方向Ｙと平行に延在している。このように第１領域Ａ１を構成すると
、第１領域Ａ１が凸レンズのように機能することで、第１光源ＬＳ１が発する光の拡散角
を調節することができる。
【００６４】
　例えば、第１光源ＬＳ１が、それぞれ異なる色の光を発する複数の発光素子を備えると
き、各発光素子の発する光の拡散角が互いに異なる場合がある。その際にも、各発光素子
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の発する光の拡散角に応じて、第１領域Ａ１の備える凸レンズ状の曲面の曲率を調節する
ことで、各発光素子の発する光の拡散角を調節することができる。そのため、第１の実施
形態よりもさらに、第１主面５１の色むら、輝度むらを抑制し、第１主面５１の輝度分布
の均一性を向上させることができる。
　なお、第５領域Ａ５及び第２光源ＬＳ２についても、本実施形態にて開示した第１領域
Ａ１及び第１光源ＬＳ１と同様の構成を適用できる。
【００６５】
　［第５実施形態］　
　第５実施形態について説明する。特に言及しない構成及び効果については、上述の各実
施形態と同様である。　
　図１５は、第５実施形態に係る照明装置３の一部の概略的な断面を示す図である。この
照明装置３は、導光板ＬＧ、第１光源ＬＳ１、及び第１反射部材６０を備えている。図１
５では、プリズムＰ１の図示を省略している。第１光源ＬＳ１は、それぞれ異なる色の光
を発する複数の発光素子ＬＳ１－１～ＬＳ１－３を備えている。複数の発光素子ＬＳ１－
１，ＬＳ１－２，ＬＳ１－３は、それぞれ第１領域Ａ１に対向しており、第１側面５３か
ら第１領域Ａ１，第２領域Ａ２の境界に向けてこの順で第１領域Ａ１の傾斜辺に沿って配
列している。各発光素子ＬＳ１－１～ＬＳ１－３は、例えば図示した断面形状で第２方向
Ｙと平行に複数配列している。
【００６６】
　一般に、短波長の光ほど導光板ＬＧによる光の吸収率が大きい。赤色、緑色、青色の光
の波長は、青＜緑＜赤となる。したがって、導光板ＬＧによる光の吸収率は、青＞緑＞赤
となる。図１５に示した導光板ＬＧの形状においては、各発光素子ＬＳ１－１～ＬＳ１－
３が発する光の導光板ＬＧを通る光路の長さはＬＳ１－３＜ＬＳ１－２＜ＬＳ１－１とな
る。そこで、導光板ＬＧでの光の吸収を考慮するならば、断面視において、発する光の波
長が短い発光素子ほど第２領域Ａ２側に配置することが好ましい。すなわち、各発光素子
ＬＳ１－１，ＬＳ１－２，ＬＳ１－３は、例えば、赤色レーザ光を発する赤色レーザ光源
，緑色レーザ光を発する緑色レーザ光源，青色レーザ光を発する青色レーザ光源にするこ
とが好ましい。各発光素子ＬＳ１－１～ＬＳ１－３の出力が異なる場合には、出力が最も
大きいものを発光素子ＬＳ１－１とし、次いで出力が大きいものを発光素子ＬＳ１－２と
し、最も出力が小さいものを発光素子ＬＳ１－３としてもよい。
【００６７】
　以上の構成であっても、上述の各実施形態と同様の効果を得ることができる。また、本
実施形態のように各発光素子ＬＳ１－１～ＬＳ１－３が発する光の特性に応じて、配置を
変更することで、より第１主面５１の色むら、輝度むらを抑制し、第１主面５１の輝度分
布の均一性を向上させることができる。
　なお、図１５には、断面視において、第１領域Ａ１に対向している複数の発光素子の数
は３つに限定されず、２つ又は４つでもよいし、５つ以上でもよい。
　なお、第５領域Ａ５及び第２光源ＬＳ２についても、本実施形態にて開示した第１領域
Ａ１及び第１光源ＬＳ１と同様の構成を適用できる。
【００６８】
　［第６実施形態］　
　第６実施形態について説明する。特に言及しない構成及び効果については、上述の各実
施形態と同様である。　
　図１６は、第６実施形態に係る照明装置３の一部の概略的な断面を示す図である。この
照明装置３は、導光板ＬＧ、第１光源ＬＳ１、及び第１反射部材６０を備えており、さら
に第３反射部材８０及びフレームＦＭを備えている。図１６では、プリズムＰ１の図示を
省略している。フレームＦＭは、例えば、遮光性を有する金属材料で形成されている。フ
レームＦＭは、例えば第１光源ＬＳ１、導光板ＬＧ、及び第１光源ＬＳ１、及び第１反射
部材６０の裏面側（第２主面５２側）を囲っている。
【００６９】
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　第３反射部材８０は、例えば、ミラー部材である。第１光源ＬＳ１及び第３反射部材８
０は、導光板ＬＧの厚さ方向（第３方向Ｚ）において、第１領域Ａ１と重なっており、導
光板ＬＧ及びフレームＦＭで囲まれるスペースに配置されている。第３反射部材８０は、
第１光源ＬＳ１が発する光を反射して、導光板ＬＧの第１領域Ａ１に照射する。
　図１６においては、第１光源ＬＳ１が発する光の光路の一例を破線で示している。第１
光源ＬＳ１が発した光は、第３反射部材８０で反射されることで、第１照射方向ＤＬ１に
光路を変向されて第１領域Ａ１に照射され、導光板ＬＧの各主面５１，５２で反射されな
がら導光板ＬＧを伝播する。
【００７０】
　以上の構成であっても、上述の各実施形態と同様の効果を得ることができる。また、本
実施形態のように第３反射部材８０を用いることで、第１光源ＬＳ１を第１照射方向ＤＬ
１に傾斜させる必要がなく、第１反射部材ＭＲ１の角度を調節することで、第１領域Ａ１
に照射される光の照射方向を容易に調節することができる。また、本実施形態のように第
３反射部材８０を用いることで、第１光源ＬＳ１の配置位置の自由度が高まる。また、図
１０の例では、第１光源ＬＳ１がフレームＦＭと接して配置されているため、第１光源Ｌ
Ｓ１からの放熱がより容易になる。
【００７１】
　また、第３反射部材８０は、第１光源ＬＳ１からの光を１回のみ反射して第１領域Ａ１
に照射する構造であってもよいし、２回以上反射して第１領域ＡＲ１に照射する構造であ
ってもよい。　
　また、照明装置３は、第１光源ＬＳ１に対向配置され、第１光源ＬＳ１が発する光の拡
散角を調節する集光レンズを備えていてもよい。集光レンズを使用することで、第１光源
ＬＳ１が発する光を第３反射部材８０により正確に照射することができる。
　なお、本実施形態において第１光源ＬＳ１の近傍について述べた構成は、第２光源ＬＳ
２の側についても同様に適用することができる。
【００７２】
　［第７実施形態］　
　第７実施形態について説明する。特に言及しない構成及び効果については、上述の各実
施形態と同様である。　
　図１７は、第７実施形態に係る照明装置３の一部の概略的な断面を示す図である。この
照明装置３は、導光板ＬＧ、第１光源ＬＳ１、及び第１反射部材６０、フレームＦＭを備
えており、さらに屈曲部材９０を備えている。
【００７３】
　第１光源ＬＳ１は、導光板ＬＧの厚さ方向（第３方向Ｚ）において、第２領域Ａ２と重
なっている。屈曲部材９０は、導光板ＬＧの厚さ方向（第３方向Ｚ）において、第１領域
Ａ１とその一部が重なっている。第１光源ＬＳ１及び屈曲部材９０は、導光板ＬＧ及びフ
レームＦＭで囲まれるスペースに配置されている。図１７に示した屈曲部材９０は、Ｘ－
Ｚ断面における形状が三角形であり、第２方向Ｙに延在するプリズムである。具体的には
、屈曲部材９０は、第１面９１と、第２面９２と、第３面９３とを有している。一例とし
て、屈曲部材９０は、図３に示したように第２方向Ｙに並ぶ複数の第１光源ＬＳ１のそれ
ぞれに対して１つずつ設けられてもよい。また、屈曲部材９０は、２つ以上の第１光源Ｌ
Ｓ１に対して１つずつ設けられてもよいし、全ての第１光源ＬＳ１に対して１つ設けられ
てもよい。
【００７４】
　第１面９１は、入射領域９１ａと、出射領域９１ｂとを有している。入射領域９１ａは
、第１光源ＬＳ１と対向している。出射領域９１ｂは、導光板ＬＧの第１領域Ａ１と対向
している。図１７の例では、第１面９１は、第３方向Ｚに対して傾いている。第２面９２
および第３面９３は、第１面９１に対して所定の角度で傾いている。第２面９２と第１面
９１とが成す角度と、第３面９３と第１面９１とが成す角度は、同じであってもよいし、
異なっていてもよい。
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【００７５】
　第１光源ＬＳ１が発する光は、入射領域９１ａから屈曲部材９０に入射する。この入射
した光は、第２面９２で反射され、さらに第３面９３で反射されて、出射領域９１ｂから
出射する。この出射した光は、第１照射方向ＤＬ１に沿って導光板ＬＧの第１側面５３に
照射され、導光板ＬＧの各主面５１，５２で反射されながら導光板ＬＧを伝播する。この
ように、本実施形態においては、第１光源ＬＳ１が発した光の光路が屈曲部材９０にて第
１照射方向ＤＬ１に屈曲され、導光板ＬＧに入射する。
【００７６】
　以上の構成であっても、上述の各実施形態と同様の効果を得ることができる。この構成
では、本実施形態のように屈曲部材９０を用いることで、第６の実施形態と同様の効果を
得ることができる。
　なお、本実施形態において第１光源ＬＳ１の近傍について述べた構成は、第２光源ＬＳ
２の側についても同様に適用することができる。
【００７７】
　［第８実施形態］　
　第８実施形態について説明する。特に言及しない構成及び効果については、上述の各実
施形態と同様である。　
　図１８は、第８実施形態に係る照明装置３’の概略的な断面図である。この照明装置３
’は、断面視において、図１２に示す照明装置３を３つ備え、この複数の照明装置３を第
１方向Ｘに互いに隣接して配置して構成される。３つの照明装置３の備えるＬＧ１～ＬＧ
３は、図１２に示す照明装置３の備えるＬＧと同様の構造を有している。照明装置３’は
、例えば図示した断面形状の照明装置３を、さらに第２方向Ｙに互いに隣接して配置して
構成される。
【００７８】
　以上の構成であっても、上述の各実施形態と同様の効果を得ることができる。また、小
さな照明装置３を複数隣接して配置することで、照明装置３’の厚さを増加させずに大型
の照明装置３’を構成することができる。また、このような構成の照明装置３’では、照
明装置３を部分駆動させることで、コントラスト比の向上、及び省電力化ができる。また
、照明装置３’では、隣接する照明装置３の境界部分で折り曲げることができ、その形状
の自由度が向上する。
【００７９】
　なお、図１８には、断面視において、各照明装置３が第１方向Ｘ１に３つ隣接して配置
されている例を示したがこれに限定されず、２つ又は４つでもよいし、５つ以上でもよい
。また、照明装置３’を構成する複数の照明装置３は、図１２に示す照明装置３に限定さ
れず、上述の各実施形態に係る照明装置３のいずれであってもよく、互いに異なる実施形
態に係る照明装置３であってもよい。
【００８０】
　［第９実施形態］　
　第９実施形態について説明する。特に言及しない構成及び効果については、上述の各実
施形態と同様である。　
　図１９は、第９実施形態に係る照明装置の一部の概略的な断面図である。図１９に示す
照明装置３は、図１８に示す照明装置３’の変形例であり、２つの導光板ＬＧ１，ＬＧ２
の境界部分を拡大して示すものである。図１９に示す照明装置３’は、図１８に示す照明
装置３’と比較して、第２光源ＬＳ２を備えず、第４反射部材１００を備えている。
【００８１】
　第１光源ＬＳ１及び第４反射部材１００は、導光板ＬＧの厚さ方向（第３方向Ｚ）にお
いて、２つの導光板ＬＧ１，ＬＧ２の境界線上に配置される。図１７に示した第４反射部
材１００は、Ｘ－Ｚ断面における形状がＶ字状であり、第２方向Ｙに延在するミラー部材
である。具体的には、第４反射部材１００は、第１面１０１と、第２面１０２とを有して
いる。一例として、第４反射部材１００は、第２方向Ｙに並ぶ複数の第１光源ＬＳ１のそ
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１光源ＬＳ１に対して１つずつ設けられてもよいし、全ての第１光源ＬＳ１に対して１つ
設けられてもよい。
【００８２】
　図１９の例では、第１面１０１は、第３方向Ｚに対して所定の角度で傾いており、一方
の導光板ＬＧ１の第５領域Ａ５と対向している。第２面１０２は、第３方向Ｚに対して所
定の角度で傾いており、他方の導光板ＬＧ２の第１領域Ａ１と対向している。また、第１
面９１及び第２面９２は、第１光源ＬＳ１とも対向している。
【００８３】
　図１９においては、第１光源が発する光の光路の一例を破線で示している。第１光源Ｌ
Ｓ１が発する光は、図示する例では、第３方向Ｚに出射され、第４反射部材１００の第１
面９１及び第２面９２で反射される。第１面１０１で反射され、第２照射方向ＤＬ２に光
路を変向された光は、一方の導光板ＬＧ１の第５領域Ａ５に照射され、導光板ＬＧ１の各
主面５１，５２で反射されながら導光板ＬＧ１を伝播する。一方、第２面で反射され、第
１照射方向ＤＬ１に光路を変向された光は、他方の導光板ＬＧ２の第１領域Ａ１に照射さ
れ、導光板ＬＧの各主面５１，５２で反射されながら導光板ＬＧ２を伝播する。
【００８４】
　以上の構成であっても、上述の各実施形態と同様の効果を得ることができる。この構成
においては、上述の各実施形態と比較して各光源ＬＳ１，ＬＳ２の数を減少させることが
できる。照明装置３’を構成する複数の照明装置３は、図１２に示す照明装置３に限定さ
れず、上述の各実施形態に係る照明装置のいずれであってもよい。例えば、図１３に示す
照明装置３と同様の構成を有する照明装置３を２つ隣接させる場合、導光板ＬＧの第１側
面５３同士が対向するように隣接させ、２つの第１光源ＬＳ１の代わりに、１つの第１光
源ＬＳ１及び第４反射部材１００を備える構成としてもよい。
【００８５】
　以上、本発明の実施形態として説明した照明装置及び表示装置を基にして、当業者が適
宜設計変更して実施し得る全ての照明装置及び表示装置も、本発明の要旨を包含する限り
、本発明の範囲に属する。
【００８６】
　本発明の思想の範疇において、当業者であれば、各種の変形例に想到し得るものであり
、それら変形例についても本発明の範囲に属するものと解される。例えば、上述の各実施
形態に対して、当業者が適宜、構成要素の追加、削除、若しくは設計変更を行ったもの、
又は、工程の追加、省略若しくは条件変更を行ったものも、本発明の要旨を備えている限
り、本発明の範囲に含まれる。
【００８７】
　また、各実施形態において述べた態様によりもたらされる他の作用効果について、本明
細書の記載から明らかなもの、又は当業者において適宜想到し得るものについては、当然
に本発明によりもたらされるものと解される。
【符号の説明】
【００８８】
　１…表示装置、２…表示パネル、３…照明装置、ＳＵＢ１…第１基板、ＳＵＢ２…第２
基板、ＬＣ…液晶層、ＤＡ…表示領域、ＬＧ…導光板、ＰＳ…プリズムシート、ＤＳ…拡
散シート、５１…第１主面、５２…第２主面、５３…第１側面、５４…第２側面、Ａ１～
Ａ３…第１～第３領域、Ｐ１～Ｐ３…第１～第３プリズム、ＬＳ１…第１光源、ＬＳ２…
第２光源、ＶＬ１～ＶＬ３…第１～第３仮想線、６０…第１反射部材、６１～６３…第１
～第３部分、７０…第２反射部材、ＦＭ…フレーム、８０…第３反射部材、９０…屈曲部
材、１００…第４反射部材
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